
公
文
書
館
講
座
古
文
書
解
読
講
座
（
初
級
編
）
資
料
紹
介
①

平
成
二
十
五
年
六
月
二
九
日
（
土
）
の
初
級
編
で
は
、「
町
触
控
」（
資
料
番
号

Ａ
３
１
７-

５
７-

１
～
３
１
）
等
を
教
材
に
使
用
し
ま
し
た
。

町触控
明和七年（１７７０）から明治二年（１８６９）に至る、秋田藩が城下やその他領内

の各所に命じた法令の集大成です。城下および在郷給人を対象とした御触書留を中心と

し、ほかに町奉行支配の町人や郡方支配の農村への御触書留が含まれています。
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